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• 肥料は、見た目では、その効果や安全性は判断できず、生産に悪影響が出ても肥料が原因と特定する
ことが困難であり、農家は粗悪な肥料や表示と異なる肥料を判別することが難しい。

• 肥料生産業者と農家の間に情報格差が発生しやすいため、公正な取引が行われないおそれがある。

• この格差を解消するためには、取引上有利な立場にある肥料業者が、製品の品質に関する正確な情報
を農家に提供する必要がある。

＜産業副産物由来肥料＞

＜化学肥料＞
＜汚泥肥料＞

◆尿素◆硫安

◆なたね油かす及びその粉末 ◆甲殻類質肥料粉末
◆副産窒素肥料

◆液体副産窒素肥料

◆汚泥発酵肥料 ◆し尿汚泥肥料

１．肥料とは
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肥

料

■肥料制度の仕組み（肥料の区分）

特殊肥料【知事への届出】
 米ぬか、堆肥などの農林水産大臣が定める肥料
（農家の経験によって識別できる単純な肥料や製品価値
をその主成分のみによらない肥料）

普
通
肥
料

【公定規格の定めのある肥料】
大臣又は知事の登録により流通が可能

【指定混合肥料】
登録肥料、特殊肥料又は指定土壌改良資材

を原料として配合・造粒等がされた肥料（登
録肥料又は特殊肥料の配合は必須）
大臣又は知事への届出により流通が可能

【公定規格の定めのない肥料】
大臣の仮登録により流通が可能

■肥料制度の仕組み（制度の構成）

登録・届出制度
（事前の品質確認）

表示制度
（流通時の品質保証）

立入検査制度
（国・都道府県による定期的な品

質・表示の検査）

• 肥料制度の構成
肥料の品質を確保するため、肥料業者には製品の登録又は届出をすることが義務。また、肥料の販売にあたっては、
成分含量や原材料等の必要な情報を保証票に記載し、個別の製品に添付することが義務。

• 肥料の区分
肥料は特殊肥料と普通肥料に大別される。米ぬか、堆肥などの特殊肥料以外のものはすべて普通肥料に分類。
普通肥料は、さらに登録肥料、指定混合肥料及び仮登録肥料に分かれている。

２．肥料制度の概要



３．肥料をめぐる情勢
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• 水田では、堆肥施用量の減少等により、地力が低下し、収量の低下等が懸念される状況

• また、畑や果樹園等では、窒素・りん酸・加里中心の画一的な施肥等により、①ほう素等の微量要素の欠乏や、②りん酸過
剰による病気の誘発、加里過剰による塩基性成分バランスの乱れがもたらす病害などが発生

• 土づくりや土壌の栄養バランスの改善などの観点から、肥料の施用を改めて見直すことで、収量や品質の向上や生産の安
定がもたらされる可能性
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◆地力が低下した土壌や栄養バランスが悪化した土壌による影響の例

出典：「農業経営統計調査」
（農林水産省）を基に作成

30年間で約４分の１に減少
葉が虫食い状態の
ブドウ（ほう素欠乏）

茎表面が褐変化したブロッ
コリー（ほう素欠乏）

出典：「作物の生理障害図鑑」 （JAあいち経済連）

根こぶ病が発生した
ハクサイ

資料：東京農業大学 名誉
教授 後藤逸男氏提供

出典：「家畜ふん堆肥の連用に
よるカリ過剰とブロッコ
リーの花蕾黒変症につい
て」鎌田淳

花蕾黒変症が発生した

ブロッコリー

・田畑輪換での地力低下による大豆の収量低下

地力低下

・水稲へのけい酸施用の減少による
いもち病の被害の発生

・水稲の硫黄欠乏による収量低下

・ほう素欠乏によるブドウやブロッ
コリーの生理障害の発生

・りん酸過剰によるアブラナ科
野菜での根こぶ病の誘発

・カリ過剰による塩基性成分バラン
スの乱れがもらたすブロッコリー
の花蕾黒変症

微量要素等の欠乏症

栄養バランスの悪化や過剰害

◆水田への堆肥の投入量の推移



◆ 肥料の輸入状況
（令和４肥料年度）

◆ 肥料の輸入価格の動向
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• 我が国は、主要な肥料原料のほぼ全量を海外からの輸入に依存

• 世界的に肥料の需要が伸びているほか、国際情勢の影響を受けやすいため、肥料の調達不安定化や価格高騰が発生
するリスクがある

※ 財務省貿易統計における各月
の輸入量と輸入額をもとに、農
林水産省において作成
月当たりの輸入量が5,000t台以

下の月は前月の価格を表記。

３．肥料をめぐる情勢・・・肥料原料の輸入
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３．肥料をめぐる情勢・・・食料・農業・農村政策

資料：令和５年12月27日 食料安定供給・農林水産業基盤強化本部（第６回）議事資料資料：令和５年12月27日 食料安定供給・農林水産業基盤強化本部（第６回）議事資料
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３．肥料をめぐる情勢・・・政府の取組目標・今後の政策の展開方向
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・普通肥料＋普通肥料（単純配合、水造粒）・・・・指定配合肥料

・普通肥料＋普通肥料（水以外の材料を使用する造粒）・・・指定化成肥料

・普通肥料＋特殊肥料・・・・・・・特殊肥料等入り指定混合肥料

・普通肥料＋土壌改良資材

・特殊肥料＋土壌改良資材

・普通肥料+特殊肥料+土壌改良資材
（登録肥料又は届出肥料のみの配合であり、指定された材料のみを使用可。造粒も可。）

指定混合肥料（届出）

土壌改良資材入り

指定混合肥料

登録肥料（登録）

・・・

特殊肥料（届出）

・米ぬか、堆肥、魚かす等の特殊肥料

・特殊肥料＋特殊肥料【混合特殊肥料】

普通
肥料

肥料

赤字を新たに創設

４．制度の見直し ①指定混合肥料の創設（令和３年）

• 従来の指定配合肥料に加え、登録された普通肥料同士を水造粒以外の加工方法で生産した肥料についても届出での
生産を可能とした。

• また、化成肥料と堆肥の配合など、従来認めていなかった普通肥料と特殊肥料の配合を可能とすることで、土づく
りに資する堆肥等の施用の拡大が期待される。

• さらに、肥料と土壌改良資材を配合した肥料の生産を可能とした。
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• 木質バイオマスの燃焼灰については、加里成分を含む資源であり、従来より、特殊肥料の「草木灰」として
肥料利用されてきた。

• 令和４年３月には、木質バイオマス燃焼灰の利用拡大を図るため、原料規格を見直しを行い、肥料成分の保証が可
能な普通肥料（副産肥料等）の原料として利用可能になったことで、農業者のニーズに応じた肥料の生産ができる
ようになった。

従来

特殊肥料【知事への届出】

草木灰
＝肥料成分の保証ができない

改正後

普通肥料【登録】

副産肥料等

例：原料規格第二に掲げる原料

を使用したもの

＝肥料成分の保証が可能

八 動植物質燃焼灰 ロ バイオマス（動植物に由来する有機物である資源（原油、石油ガス、可燃性天然ガス及
び石炭を除く。）をいう。）のうち草木に由来するものを専焼する設備で燃焼させて生じた
燃焼灰であつて、加里含有物であるもの（塗料若しくは薬剤を含むもの又はそのおそれ
があるものを燃焼させて生じたものを除く。）

原料規格第二

灰

４．制度の見直し ②木質バイオマス燃焼灰の原料規格化（令和４年）
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従来の汚泥肥料と同様に、

✓ 製品中の重金属が基準値を超えていない、植物
への害が認められない等の公定規格に適合した
もののみを登録し、流通を認める

✓ 流通後も立入検査によって、公定規格への適合性
等を確認

加えて、

✓ 原料の管理、年４回以上の肥料の分析、教育訓練
等を位置づけた品質管理計画に基づき製造する必
要

菌体りん酸肥料に係る制限事項 菌体りん酸肥料で登録することによるメリット

✓ 施肥設計がしやすい、肥料成分を保証可能な肥料を
生産することができる。

✓ 登録肥料の原料や指定混合肥料の原料として使用
することができ、不足する成分を他の肥料で補うなど、
多様なニーズに応じた肥料の生産が可能となる。

✓ 年４回以上の成分分析が義務付けられるため、
品質管理がさらに徹底されている肥料として認識して
もらえる。

• 従来の汚泥肥料は、一般的に肥料成分のバラツキが大きいことから、肥料成分の保証ができず、他の肥料との混合
も認められていない。

• このため、更なる下水汚泥資源の活用拡大に向け、品質管理が徹底され肥料成分である「りん酸」を保証可能な
新たな公定規格「菌体りん酸肥料」を創設。肥料成分を保証できることで、他の肥料の原料としても使用可能。

• なお、菌体りん酸肥料については、従来の汚泥肥料と同様に、製品に含まれる重金属が基準値を超えていない、植
物への害が認められない等の公定規格に適合したもののみ登録を行い、流通を認める。

４．制度の見直し ③菌体りん酸肥料の創設（令和５年）
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下水等処理施設

➢ 汚泥の発生

菌体りん酸肥料の
生産事業者

（品質管理の徹底）

➢品質管理計画の策定
・品質管理計画責任者の設置

・肥料の原料管理等に関する事項
原料の種類/生産工程の概要
原料収集先との取決め内容

・肥料の品質管理に関する事項
定常時/非定常時の分析計画

 不適合時の措置

・職員に対する教育訓練 など

➢肥料登録の申請

肥
料
販
売
店
・
農
業
者

汚泥の排出 肥料の出荷

農林水産省（FAMICが調査）
登録前及び登録更新前に品質管理計画の確認を実施

・菌体りん酸肥料の主成分等の管理について、計画の妥当性や実施
状況を事前に確認

配合肥料等事業者
肥料登録された

菌体りん酸肥料を原料
として肥料を生産

※ 汚泥の発生施設と
肥料の生産事業者
が同一の場合もあり

※ＦＡＭＩＣ：
独立行政法人農林水産消費安全
技術センター

※菌体りん酸肥料の生産事業
者において、肥料登録した後、
自ら配合等することも可能

• 菌体りん酸肥料の生産事業者は、品質管理計画責任者の設置、定期的な肥料成分や重金属等の分析など、
品質管理を徹底して行う品質管理計画を作成し、その内容について、肥料登録の前に農林水産大臣の確認を
受ける必要。

４．制度の見直し ③菌体りん酸肥料の創設（令和５年）
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品質管理責任者を置くことととし、

誰が責任をもって対応できるのかを明

確にしている。

使用する原料の種類や収集先等を明

確にするほか、原料の性状に変化が

あった際には収集先に報告をさせるな

どの約束事項を設け、品質の変動をコ

ントロールできるようにしている。

年4回の分析を義務付けるほか、

必要に応じた分析を行うことで、品質

の変動の有無を確認している。

ポイント☝
品質管理計画の項目

① 氏名及び住所

② 肥料の名称

③ 保証成分量

④ 生産する事業場の名称及び所在地

⑤ 品質管理計画責任者の役職及び氏名

⑥ 肥料の原料管理等に関する事項

ⅰ 使用される原料の種類及び生産工程の概要

ⅱ 肥料の保証成分、有害成分及び水分の含有量が変動し
うるような原料の性状の変化が確認された場合の原料
収集先との取決め内容

⑦ 肥料の品質管理に関する事項

ⅰ 定常時の分析計画（定常時の内容及び分析計画）

ⅱ 非定常時の分析計画（非定常時の内容及び分析計画）

ⅲ 公定規格に適合しない肥料等が確認された場合に講ず
る措置

⑧ 教育訓練に関する事項

⑨ 品質管理計画の自己点検に関する事項その他の事項

４．制度の見直し ③菌体りん酸肥料の創設（令和５年）
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肥料メーカーと連携し、菌体りん酸肥料の生産、活用に取り組んでいます！

⚫ 石巻市水産加工排水処理公社（石巻公社）で発生する汚泥資源を原料として生産される肥料について、「菌体りん酸肥料」として令
和５年11月に肥料登録。農業者への直接販売のほか、有機物由来の肥料生産を手掛ける朝日アグリア株式会社に肥料原料として提供。

⚫ 朝日アグリアは、指定混合肥料等の原料として菌体りん酸肥料を使用。肥料成分量を他の肥料で調節するとともに、ペレット等粒状
化することで、農業者にとってさらに使いやすい肥料を開発し、国内資源の利用拡大に貢献。

⚫ なお、菌体りん酸肥料の生産に当たっては、年４回以上の成分分析等の実施が義務付けられるが、分析機器を所有する朝日アグリア
がその一部を担うことで、石巻公社の負担軽減が図られている。

石巻公社

朝日アグリア

農業者

菌体りん酸肥料を
肥料原料として供給

成分分析の
一部を担う

菌体りん酸肥料
を販売

菌体りん酸肥料を原料とする
指定混合肥料等を販売

石巻公社においては

・生産した肥料について、農業者の他、肥料メーカーに
原料として供給できるため、販路拡大に繋がる。

・年４回以上実施することが義務付けられている成分分
析等について、朝日アグリアに一部委託することで、
負担軽減が図られる。

朝日アグリアにおいては

・肥料成分の含有量が保証された原料を調達できる。
・汚泥資源を活用した新たな肥料の開発に取り組むこと
で、国内資源の利用拡大に貢献。

農業者においては

・肥料成分の含有量が保証された肥料を調達できる。
・肥料メーカーにおいて、成分調整やペレット化がされる
ことで、施肥設計や散布がしやすく使いやすい。

肥料メーカーと連携した菌体りん酸肥料の生産によるメリット

石巻公社の生産設備

（参考）登録事例：石巻市水産加工排水処理公社 × 朝日アグリア株式会社
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（参考）肥料法に基づく各種手続きの電子化
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